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2007年度「化学環境学特論第一」の進め方

1. 要領

・ 下記トピックのうち１件を選び、各学生がひとり 10 分程度のプレゼンテーショ
ンを行なう。質疑応答 5 分程度。マルチ・プロジェクター（パソコンあるいは紙
出力投影）使用。コンテンツは学術論文・関連図書・インターネット等より、各
自用意する。関連図書のみ、インターネットのみを基にした発表でなく、学術論
文あるいは多面的な考察を含んだ、専門的な見地からのプレゼンとする

・ 裏面記載の様式でプレゼンテーション要旨を A4 用紙 1 枚（片面）にまとめ、発
表当日、講義室で受講学生全員および担当教員に配布する。この要旨は、担当教
員へのレポートを兼ねる。

・ 1 件のプレゼンテーションに対し、3 名の学生が匿名で審査を行なう。裏面記載
の要領で、各チェック項目について判定する。担当教員の審査と合わせて、発表
「合格」を判定する。「不合格」の場合、追加レポートを課す。審査の内容も評
価の対象とする。

・ 講義の性格上、やむを得ない事情以外毎回出席し、積極的に討論に参加する。
・ 不明な点があれば、担当教員にご相談ください。

2. 担当

泉　康雄、G1棟 4階 417号室 (内線 5569) izumi.y.ac@m.titech.ac.jp
宍戸　厚、R1棟 8階 810号室 (内線 5242) ashishid@res.titech.ac.jp
馬場俊秀、G1棟 3階 312号室 (内線 5416) tbaba@chemenv.titech.ac.jp

3. トピック

1. 地球温暖化、オゾン層破壊、酸性雨、土壌汚染の局地性についてどう考えるか（い
ずれかひとつ）？局地性と問題解決法とは関連があるか？

2. 地球規模での人口増加、また高齢化社会に対して、環境化学が果たすべき役割は
あるか？

3. 自動車は人類に有益か、害か？化学を利用して、輸送手段を環境に適合したもの
にできるか？

4. 将来、特に有望でまたクリーンなエネルギーは何か？
5. ナノテクや遺伝子技術等の先端技術が、水俣病、イタイイタイ病、カネミ油症、
ヒ素ミルク事件のような問題を現在起こし得るか？

6. 環境化学に関する専門家は、どのような社会貢献ができるか？
7. 環境政策や環境保護活動により、どのような地球環境の改善ができるか？
8. 新エネルギーシステムあるいは資源リサイクルの例を挙げ、トータルでの費用お
よび効率を試算せよ。

9. アル・ゴア「不都合な真実」は、科学的に妥当か？
10. 生物種の絶滅は自然災害によるのか、人間活動によるのか？後者であれば、どの
ような人間活動か？
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4. 開講時間・場所

場所：　化学環境学専攻講義室（Ｇ１-１階１１５号室）
時間：　金曜日（振替日に注意）１５：００～１６：３０

5. 講義日程

4/13（金） 説明、自己紹介、割当て
4/20（金）、4/27（金） 各自コンテンツ選びや準備（休講）
5/16（水） 学生発表（約 5名）1回め
5/18（金） 学生発表（約 5名）2回め
5/25（金） 学生発表（約 5名）3回め
6/1（金） 学生発表（約 5名）4回め
6/8（金） 学生発表（約 5名）5回め
6/15（金） 学生発表（約 5名）6回め
6/22（金） 学生発表（約 5名）7回め
6/29（金） 学生発表（約 5名）8回め
7/6（金） 学生発表（約 5名）9回め
7/13（金） 学生発表（約 5名）10回め
7/20（金） 学生発表（予備日）

6. プレゼンテーション要旨（レポート）様式

・ 発表日
・ 学籍番号
・ 氏名
・ 主に参考にした情報源を記載
・ 発表コンテンツの要旨
・ 該当トピックに関する自分の見解を必ず含める

7. プレゼンテーション審査要領

該当発表の一週間程度前までに、審査担当の連絡を担当教員から送付
審査項目（5段階評価；5大変よい、4よい、3普通、2よくない、1不可）
・ 化学環境に関するトピックを扱っているか？
・ 発表コンテンツ（当日投影する内容）はよくまとまり、理解しやすいか？
・ プレゼンテーション要旨（紙配布）はよくまとまり、理解しやすいか？
・ 発表・質疑応答を通じて、興味深い内容であったか？
・ 発表、質疑応答を通じて、科学的に妥当な内容、議論であったか？
上記 5 項目の評価を基に総合判定を行なう。および全体を通してのコメントを
記す。

審査のコメントは審査員名を非公表で発表者に知らせる。客観的な評価を心がける


